
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

■国・県の動向 ■市の上位計画 

『子どもの読書活動の推進に関する法律』第９条第２項 ■根拠法令 

■第１次計画の成果と課題 

本を読む児童・生徒の割合が増加し、本を読まない児童・
生徒（不読者）の割合は減少したなど、一定の成果は見ら
れるが、目標値には達していないため、取組内容を工夫し
ながら継続していくことが必要 

１か月に全く本を読まない「不読者」の割合 

 

■取り巻く環境・情勢の変化 

・学校図書館に関わる国の施策等 

（地方財政措置・学校図書館法の一部改正） 

・インターネットの普及など情報通信技術の発達 

■計画の期間 

「米原市総合計画（後期計画）」
  第１章第１節

「米原市教育振興基本計画」
  基本目標１－３、基本目標４－３

「生きる力」とは、いかに社会が変化しようとも、

自分で課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的

に判断し、行動し、より良く問題を解決する資質や

能力をさします。また自らを律しつつ、他人ととも

に協調し、他人を思いやる心や感動する心など、豊

かな人間性を備えることです。 

本との出会いで 

子どもの 

生きる力を育む 

基本目標 

１ 子どもが読書に親しむ機会の提供と読書環境の整備・

充実に努めます。 

３ 子どもの読書活動の推進に携わる人材の育成を図りま

す。 

４ 子どもの読書活動推進に関する市民の理解と関心の啓

発に努めます。   

２ 家庭、地域、学校、園、図書館等が相互に連携を深め、

子どもの読書活動の推進に努めます。 

４つの基本方針 

たくましく生きるための健康や体力が不可欠で

あることは言うまでもなく、読書を通じて心を耕

し、知性や感性、道徳性、表現力を磨き、自らの

人生を切り開いていくたくましい力をバランスよ

く育んでもらうために、「本との出会い」を重視し、

将来に生きる「米原っ子」を育てます。 

 

「第三次子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」
 （平成25年5月）

「第３次滋賀県子ども読書活動推進計画」
 （平成26年12月）

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

第１次計画 5年間

第２次計画 おおむね5年間

年度　　
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指標名 指標項目 
現状（Ｈ26年度） 

（※Ｈ25年度） 
目標（Ｈ31年度） 

整備指標 

読書支援ボランティアの人数 

幼保園：57人 

小学校：108人※ 

中学校：14人※ 

幼保園：60人 

小学校：120人 

中学校：20人 

専任の司書が学校図書館に配置されてい

る学校の割合 

小学校：0％ 

中学校：0％ 

小学校：50％ 

中学校：50％ 

活動指標 

図書館における児童書の年間貸出冊数、

および団体貸出冊数 

168,257冊※ 

団体：15,625冊※ 

170,000冊 

団体：16,000冊 

１年間に読書に関する事業（読書感想文

コンクール、私の好きなこの１冊、子ど

もビブリオバトルなど）を開催した回数 

１回 ４回 

成果指標 

1 か月に１冊以上本を読んだ児童生徒の

割合 

小学校：97.75％ 

中学校：90.0% 

小学校：100％ 

中学校：95% 

市民が１年間に読んだ本の冊数 20.4 冊 24冊 

 

子どもの読書活動推進のための方策 

事務局 ： 米原市立山東図書館 

〒521-0242 滋賀県米原市長岡 1050 番地 1     電話 0749-55-4554    FAX 0749-55-4557 

指標の設定 

「米原っ子」に生きる力を育むことを確かなも

のとするための具体的な方策として、子どものそ

れぞれの発達段階に応じた取組や、子どもの読書 

○乳児に対する取組 

○幼稚園・保育所での取組 

○小学校での取組 

○中学校での取組 

○学校図書館の整備充実 

○市立図書館の役割 

○ボランティアの活動 

○市立図書館と学校図書館等の連携強化 

読書のまちづくりへ向けて 

子どもにとって読書活動は、自己のアイデンテ

ィティを確立し、自ら考えて判断し行動する「生

きる力」を身につけた社会の一員となるための極

めて大切な活動です。将来にたくましく生きる

「米原っ子」を育てるため、すべての子どもが本

との出会いの機会をもち、読書の楽しさを味わ

い、自主的に読書活動を行うことができる読書

のまちづくりをめざします。そのためには、家

庭や地域を巻き込む全市的な取組が必要です。

読書活動に関する啓発および情報提供や公共

図書館のサービス向上とともに読書活動を支

援する人材の育成強化に努めます。 

 

○家庭での読書活動 

○家読（うちどく）のすすめ 

○市立図書館の児童サービス 

○おはなしボランティアの育成 

に関する環境整備、施設や機関・団体等の連携や

機能の向上などを総合的に推進します。 

 

い、自主的に読書活動を行うことができる読書の

まちづくりを目指します。そのためには、家庭や

地域を巻き込む全市的な取組が必要です。読書活

動に関する啓発および情報提供や公共図書館の

サービス向上とともに読書活動を支援する人材

の育成強化に努めます。 
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